




































































































































































































































11 木内「お客さんとの対応はいかが レファレンスへの対応 極めて困難 レファレンスの







15 木内「短大に入ってから職業に対 職業に就くことへの理解 促進 社会貢献への意





































































35 Dさん「図書館の授業だとか、サー 図書館の授業で役にたった 図書館経営論、 顧客サービス中







39 木内「8番目の質問で、どういう 実践していること 楽しい 実践と楽しいコ
授業が楽しいのかなというのを聞 コミュニケーション論 楽しい ミュニケーショ













14 木内「司書課程以外の授業でもう コミュニケーションの改善 少し役立った 他人への理解と












36 Dさん「明らかに高校と短大だっ 短大における学習 意欲的な学習 自ら進んで学習
































12 木内「教育内容についてなんです 図書館司書科目の最初のイ 難しい／印象が むずかしさへの
が、科目毎のイメージや感想をお メージ 薄い／多い 恐れと理解の進




















22 次の質問で勉強してみて、現在の 実践への意欲 大変強い 実践への意欲と

























































































23 木内「短大入学前の図書館司書や 入学前の図書館のイメージ にぎやか にぎやかな図書
















































28 木内「図書館司書資格取得目的は 中学高校の経験 図書委員 自分の将来を決







26 木内「職業とかに対する意識は変 事前の工場勤務へのイメー あまりやりたく モノ作りのイ


























24 木内「現在、いろいろ勉強してみ 図書館業務 問題がない 問題点がない図
て、司書や図書館のイメージが変 書館
わって来ていると思うのですけど、
そのへんは現時点ではどうですか」
Dさん「え一と、図書館というと、
あまり問題はないとおもっていた
んですよ。勉強してみていろいろ
問題点はあるんだなと思って、そ
ういうところですか。あとは貸出
のカウンターだけの作業だけかと
思っていたら、裏でもいろいろな、
他の図書館との協力とかやってい
たり、ブックカバーの作業をやっ
ていたり、いろいろと仕事してい
るんだなと思いました」
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5．カテゴリ関連図
　図1と2はカテゴリを関係づけて、表現するカテゴリ関連図である。この際にカテゴリーを
現象ごとに分類するための枠組みをパラダイムという。パラダイムは状況、行為・相互行為、
帰結の3つの部分で構成される。v
　切片化されたデータを分析した結果、図1にあるように12カテゴリを3つに分類し、より
大きな概念であるコアカテゴリを作成した。カテゴリ名は以下の通りである。コアカテゴリ1：
「簡単なイメージと不安」、コアカテゴリ2「授業の影響」、コアカテゴリ3：「実習の影響」を
抽出することができた。コアカテゴリ1は司書課程履修直前の状況を表している。高校時代に
図書委員をやっていた、図書館司書との楽しい交流等の経験がきっかけとなっている。しかし、
短大入学して、実際の科目名、テキストを見ると難しさへの不安がかき立てられている。この
ような不安が先行するなかで授業が始まる。また、図書館の仕事は簡単で問題がないと考えて
いた学生もいる。入学前のイメージと入学直後の履修登録、さらに勉強が始まってみると意外
にも問題が多く、仕事も多様なことに驚いているのがこの状況である。簡単な仕事で済む図書
館というイメージを持っていたからこそ、いかにも難しい科目名や授業内容に戸惑っているの
であろう。
　コアカテゴリ2：「授業の影響」とコアカテゴリ3：「実習の影響」では様々な科目を履修し、
図書館実習やインターンシップを経験する中で、様々な具体的な認識を持つようになる。パラ
ダイム分析では帰結に該当する。本学における図書館情報学教育の学生に対する影響が読み
取ることができる。まずコアカテゴリ2の特徴としては現場における実践指向が強いことであ
る。それはデータNo．22「授業でもいいですか、机に向かう授業も大切だと思うのですけど、
なんか実際体験してみないとわからないこともあるので実践的のものがあるといいなと思いま
す。」、データNo．20「高校までは机に座って、ものを書いたりすることが多かったと思うので
すけど、短大に入って実践的なものをしてみたいと思うようになりました」などに表われてい
る。このように授業の印象は限定的である。それでも授業では「コミュニケーション論」や図
書館サービスや顧客サービスに関する科目に強い興味を示している。また分類を通じて知識の
広がりを認識していることも興味深い。（データNo．18「（分類実習の正答率は）あまりよくな
かったです。実際あまりよく知らない世界がたくさんあるなと思いました」）
　コアカテゴリ3：「実習の影響」は実習を通じて認識した図書館や司書についてのカテゴリ
である。特徴としては司書に対するイメージが大きく変化していることである。静的なイメー
ジの司書が実際に接してみると明るく、気軽で、活動的なイメージを持つようになる。
　図書館運営に関しては、様々な問題があることに意外だという印象を持っていることが興味
深い。多様で多くの仕事、職員に若年層が少ないこと、障害者に対応する設備がない図書館な
ど、学生の視点から問題意識をもっていることがわかる。
　コアカテゴリを比較すると授業と実習に対する意欲の違いがあることがわかる。学生の印象
では実習が勝っている。例えばデータNo．39「やっぱり、私の性格からいって、すわりっぱな
しよりも動いていて実践的なほうが楽しいと思ったり、コミュニケーション論もずっと、話し
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て話してという感じだったので、司書課程でいうと前期に学んだ図書館のイメージをもって、
実習にいったのでこういう風にやっているんだなと肌で感じられたし、学んだあとに実践して
みるというのが一番充実しているなあと思います。」（他にはデータNo．12、22）授業における
知識も決して軽視していないが、実感を伴った経験を重視していることがわかる。
　既述のとおり、授業に関する印象では「コミュニケーション論」や顧客サービスに関する科
目に興味を示す傾向にある。これは現場の図書館サービスが対人サービスを重視しており、そ
れが教育内容にも反映されているからである。また授業と実習経験の相互作用の影響も考える
ことができる。実習では必ずカウンター業務を体験している。特に実習の事前指導ではカウン
ター業務の注意点をくり返し説明している。このような要因から、サービスに強い興味を持つ
ようになるのであろう。
コアカテゴリ1：簡単そうなイメージと不安
　　カテゴリ7：「難しさ」への恐れ
　　カテゴリ10：資格取得の動機
　　カテゴリ12：図書館は簡単な仕事
コアカテゴリ2：授業の影響
　　カテゴリ1：図書館運営の意外な難しさ
　　カテゴリ2：図書館の比較と改善
　　カテゴリ4：知識の広がりとつながり
　　カテゴリ6：自主的な学習
コアカテゴリ3：実習の影響
　　カテゴリ3：職業意識の高まり
　　カテゴリ5：コミュニケーションと顧客サービス指向
　　カテゴリ8：実践への強い意欲
　　カテゴリ11：他業種への視点
　　カテゴリ9：司書のイメージ変化（静から動へ）
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図1カテゴリ関連図（1） 、
カテゴリ101
資格取得の動機
カテゴリ7；
「難しさ」への
　恐れ
図因館実唇・インターン
　　シツフの経験
カテゴリ6：自主的な学W
カテゴリ11座雪鱈運営の簡単
@なイメージと意外な難しさ
カテゴリ2：宜言館の比較と改善
カテゴリ4：駕識の広が
@　りとつながり
カテゴリ3：識業意識の高まり
カデゴリ5：コミュニケーション
@　と顧客サービス指向
カテゴリ11：他業
@環への規点
カテゴリ9；司胃のイメージ変
@　化（静から動へ）
カテゴリ8：実践へ
@の強い意欲
図2　カテゴリ関連図（2）
帰結
状況
コアカテゴリ
P：司書資格
謫ｾの動機と
s安
行為・相互行為
図書館科目の
　　受講
コアカテゴリ
2：授業の影響
愈 相互作用
図害館実習・
インターン
シップの経験
コアカテゴリ
3：実習の影響
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6．まとめと課題
　インターンシップや図書館実習については学生たちに強い印象を残していることがわかっ
た。学生たちは実感を伴った知識を求めている。そして図書館という組織を授業や実習を通じ
て現実的に認識し、断片的に理解している。しかし、実習おいて経験できる範囲は少なく、そ
れが図書館業務のすべてであるという勘違いをしていることも推測される。特に学生たちの印
象に強く残っている対人サービスについては教育上の注意が必要である。図書館は確かにサー
ビス業ではあるが、表面的な明るく、親切丁寧な対応だけ済まされる仕事ではない。レファレ
ンスサービスのような仕事は深い専門的知識と豊富な経験というバックボーンを持っているこ
とが前提である。
　実習において現場の図書館司書がそのような専門性を持っていることを学生に見せていない
のか、それとも本当に専門性が低下しているのか、学生たちが見逃しているだけなのか、この
調査だけでは判断できない。
　このような疑問や問題が残されているはいるが、学生たちがバランスの良い知識体系を身に
つけることができるように教育しなければならないことは確かである。将来はサービスの現場
から離れ、管理職の立場から図書館に関わることもあり得るからである。
　講義科目の印象が薄いのは改善の余地が大幅にあるということでもあり、授業計画全体の見
直しが必要であろう。個々の授業のなかで知識を実感できる仕組みを取り入れることも必要で
ある。すでに本学ではケースメソッドやロールプレイングを取り入れているが、今後もその充
実に努めたい。また図書館イメージのギャップを埋めるために、入学前のオリエンテーション
や高校図書室との連携を充実させていくことも重要である。
　最後にインタビューに協力してくれた学生の皆さんに感謝します。（了）
i竹内比呂也他．司書・司書教諭資格取得希望学生の意識についての調査．日本図書館情報学会．
　http：／／wwwsoc．niiacjp／jslis／liper／index．html参照日　20109．1
1iB．G．グレイザー，A．Lストラウス．後藤衛他訳．データ対話型理論の発見新曜社，1996年
iii　Anselm　Straus，　Juliet　Corbin，操華子他訳．質的研究の基礎グラウンデッド・セオリー開発の技法と
　手順　2版，医学書院2004年
iv?芟冝Dインタビューの社会学　ライフヒストリーの聞き方．せりか書房　2002年
vクレイグヒル滋子．質的研究法ゼミナール．グラウンデッドセオリーアプローチを学ぶ．増補版．
　医学書院　2008年p152
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